
(10月下旬号〕

大村市の人口

c9月末現在)

12，252世帯
55，759人
{時2n . 761 
女 28.998

増 355出生 65転入290
減 405死亡 10転出395

写真はプル ト{ザ{で開畑中の岩松地区

ヨu
o
q

市
内
鈴
田
岩
松
地

tuド
o
区
で
は
山
林
を
開
墾

P
U
ω
し
、
み
か
ん
園
芸

、.
4
0

成
ず
る
乙
と
と
な
り

ふ

μ
o
九
月
七
日
か
ら
ブ
ル

~
F
o
ト
1
ザ
ー
に
よ
っ
て

wd
o
開
畑
が
は
じ
め
ら
れ

に
い
ま
し
た
。
同
地
域
は

ゃん
当
0

岩
松
駅
東
方
約

一
キ

ιホ
h
o
口
、
槙
高
二
十
メ
1

5ゴ
」
。
ト
ル
l
四
十
メ
l
ト

|
一
ノ
ル
の
南
西
に
面
し
た

傾
斜
地
帯
で
、
面
積
は
約
八
ヘ
ク

タ
ー
ル
で
工
費
は
約
百
万
円
と
な

っ
て
い
ま
す
。

乙
の
ほ
か
三
浦
硯
出
石
ほ
か
七

地
区
約
三
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
本
年

度
事
業
と
し
て
計
画
さ
れ
て
い
ま

す

。

(

農

林

課

)
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一
赤
痢
に
か
か
る
割
合
は

一十
才
未
満
の
子
供
が
日
%

わ
た
し
た
ち
が
赤
痢
と
い
う
悪

魔
を
完
全
じ
追
放
し
よ
う
と
す

る
な
ら
ば
、
各
人
が
赤
痢
は
伺

に
よ
っ
て
起
乙
る
か
、

ま
た
赤

痢
は
ど
'つ
し
て
う
つ
る
か
、
と

い
う
よ
う
な
基
健
的
な
こ
と
を

よ
く
理
解
し
、
予
防
に
努
め
な

げ
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す

D

一
赤

痢

は

何

に

一

日
昭
一

一
よ
っ
て
起
る
か

一

向
H
M
副
帝
国

F

R

ー
附
品
川
月
引
日
は
国
民
年
金
保
一
口
に
赤
痢
と
よ
ば
れ
る
病
気

月
盟

i

清
一
険
料
第
二
期
の
納
期
限

こ
は
、
細
菌
位
赤
痢
と
呼
ば
れ

明
監
・
九
月
ま
で
の
保
険
料
は
、
な
る
べ
一
「

ωと
ア
メ
ー
バ
赤
痢
奈

川
γ
旦
く
早
め
に
納
め
て
く
だ
さ
る
よ
う
一
あ
リ
ま
す
。
ア
メ
ー
バ
赤
痢
は

リ
出
お
願
い
し
ま
す
。
一
熱
帯
地
方
に
多
く
細
菌
性
赤
痢

間
住
な
お
、
納
入
組
合
で
と
り
ま
と
一
に
く
ら
べ
れ
ば
ほ
と
ん
ど
問
題

|
型
め
て
納
め
ら
れ
た
分
に
つ
い
て
は
一
に
な
ら
な
い
ほ
ど
少
な
い
の
で

mw一
百
分
の
ニ
の
報
償
金
を
交
付
し
て
一
一
般
七
赤
刺
と
い
え
ば
細
菌
佐
一

お
り
ま
す
の
で
、
ま
だ
結
成
し
て
一
の
も
の
を
さ
し
て
い
う
の
で
す
一

お
ら
れ
な
い
と
乙
ろ
は
速
か
に
結
一
赤
痢
菌
は
自
分
で
は
運
動
は
で
一

成
し
て
く
だ
さ
る
よ
ろ
お
願
い
し
き
ま
せ
ん
が
一
定
の
温
度
と
湿
一

ま
す
.
福
祉
事
務
所
)
度
に
よ
っ
て
、

一
コ
の
菌
が
二
一

り
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よ大村市政だ(毎月1日.11目.r，日発符〉(一)

美
術
協
会

近
く
発
足

コ
に
、
二
コ
が
四
コ
に
と
い
う

よ
う
に
際
限
な
く
分
裂
レ
な
が

ら
ふ
え
て
ゆ
き
ま
す
。
入
閣
の

腸
の
中
は
、
乙
の
条
件
に
適
し

て
い
る
の
で
、
ど
ん
ど
ん
繁
殖

し
な
が
ら
相
当
の
期
間
生
き
て

い
ま
す
。

ま
た
水
の
申
で
は

一
週
間
、
土

の
中
で
は
数
刃
月
も
空
き
て
い

た
と
実
験
発
表
し
た
人
も
あ
り

ま
す
。
セ
キ
リ
薗
が
人
の
体
に

入
る
と
、
腸
の
中
で
繁
殖
し
、
お

そ
ろ
し
い
毒
素
を
だ
し
ま
す
。

乙
の
毒
素
の
刺
戟
に
よ
っ
て

腸
の
粘
膜
は
変
化
を
お
こ
し
、

と
れ
が
赤
剰
に
特
有
な
症
状
を

あ
ら
む
し
て
き
ま
す
。

伏
期
闘
が
た
つ
て
い
ま
す
。

セ
キ
リ
は
病
気
の
は
じ
め
か
ら

便
通
が
ゆ
る
み
、
お
な
か
が
ゴ

ロ
ゴ
ロ
鳴
り
、
腹
痛
を
訴
え
て

下
痢
が
ひ
ど
く
な
り
ま
す
。

便
は
粘
液
を
ま
じ
え
、
多
く
は

血
液
室
同
ん
で
く
る
し
、
時
に

よ
る
と
、
く
さ
い
う
み
も
加
わ

っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
便
通
の
回
数
が
非
常
に
多

く
な
り
、
一
日
五

i
六
回
か
ら

四
十
回
に
も
お
よ
び
虹
門
の
と

こ
ろ
が
は
れ
、
排
便
の
時
、
や

け
つ
く
よ
う
な
痛
み
を
感
じ
ま

す
。
左
の
下
腹
部
を
お
さ
え
る

と
、
痛
み
を
感
じ
、
か
会
ん
が

だ
る
く
熱
は
三
十
七
度
、
三
十

八
度
く
ら
い
で
あ
ま
り
高
く
な

い
の
が
普
通
で
す
か
、
時
に
は

三
十
九
度
、
四
十
度
に
上
る
こ

と
が
あ
リ
ま
す
。
乙
れ
は
赤
痢

の
普
通
の
経
過
で
す
が
、
子
供

で
は
、

赤
痢
菌
に
よ
る
中
毒
症

中
小
企
業
振
興
資
金
と

年
末
融
資
の
申
込
み
を
受
付

つ
ぎ
の
と
お
り
中
小
企
業
振
興

資
金
お
よ
び
国
民
金
融
公
庫
の

年
末
融
資
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

!業大;
!振村 j
j興市 j
i資中 j
i金小 i
-1Ei 

ム
申
込
者
の
資
格

本
市
内
の
中
小
企
業
者
で
独
刀

で
金
融
機
関
か
ら
の
融
資
を
受

け
る
こ
と
の
困
難
な
も
の
で
、

原
則
と
し
て
一
年
以
上
の
営
業

実
績
を
有
す
る
も
の
。

但
し
、
本
年
七
月
に
本
振
興

資
金
の
中
一
苅
融
資
を
受
け
、
宋

償
還
の
も
の
を
除
く
。

状
が
起
る
場
合
が
多
く
見
ら
れ

一
般
に
時
痢
と
い
わ
れ
て
い
る

が
、
い
ま
ま
で
元
気
だ
っ
た
子

供
が
急
に
ぐ
っ
た
り
し
て
、

寝

と
ろ
が
り
、
ウ
ト
ウ
ト
し
盛
ん

に
あ
く
び
を
す
る
。
と
う
い
う

時
が
疫
痢
の
前
兆
で
、

乙
ん
お

状
態
を
見
つ
け
れ
ば
、
い
ち
早

く
病
院
に
入
っ
て
早
期
に
適
切

な
治
療
を
行
な
え
ば
、
病
気
の

経
過
は
軽
る
く
な
る
し
、
大
事

に
い
た
ら
ず
に
す
ま
せ
る
乙
と

が
で
き
ま
す
。

ま
た
お
と
な
は
あ
る
程
度
赤
痢

に
対
し
て
抵
抗
力
が
で
き
て
い

ま
す
が
、
子
供
は
抵
抗
力
が
乏

し
い
の
で
か
か
り
易
い
の
で
す

大
村
市
で
は
赤
痢
に
か
か
る
も

の
の
五
七
%
は
や
才
未
満
の
子

供
が
占
め
て
お
り
、
乙
と
に
ニ

才
か
ら
五
才
ま
で
の
母
親
の
ひ

ぎ
か
ら
お
り
て
、
聞
も
な
い
子

供
に
は
疫
痢
を
起
す
も
の
が
多

い
し
、
重
症
患
者
が
多
い
。

(別
図
年
令
別
赤
痢
発
庄
グ
ラ

フ
を
見
て
く
だ
さ
い
。
)

一
赤

痢

は

ど

う

一

一
し
て
う
つ
る
か

一

ム
貸
付
機
関

関
ム
貸
付
期
間
利
率

四
カ
月
以
内
、
日
歩
三
銭
以

内
ム
申
込
期
間
十
月
二
十
五
日

か
ら
十
一
月
五
日
ま
で

ム
保
証
人
一
一
名
以
上

ム
聞
込
手
続
所
定
の
申
込
書

に
大
村
商
工
会
議
所
の
斡
旋

曹
を
添
え
て
本
人
が
金
融
機

関
に
提
出
す
る 市

内
五
金
融
機

ム
斡
旋
機
関
大
村
商
工
会
議

所
償
還
協
力
会

ム
申
込
者
の
資
格

①
中
小
企
業
者
で
適
格
な
事
業

計
画
を
持
ち
、
そ
の
事
業
資

金
を
必
要
と
す
る
も
の

②
既
に
取
引
し
て
い
る
も
の
は

本
年
十
一
月
ま
で
に
そ
の
三

分
の
ニ
の
償
還
を
済
ま
さ
れ

る
も
の
。

ム
貸
付
限
度

①
個
人
十
万
円
、
法
人
二
十
万

円
以
内

②
返
済
期
間
五
カ
年
以
内
(
公

庫
の
指
定
に
よ
る
)

③
利
率
日
歩
二
銭
四
恩
六
毛
、

年
九
分

ム
申
込
受
付
期
間

償
還
協
力
会
各
支
部
を
通
じ

て
十
月
三
十
日
ま
で
に
大
村

商
工
会
議
所
へ
申
込
む
こ
と

な
お
、
詳
細
じ
つ
い
て
は
商

工
水
産
課
へ
お
た
ず
ね
く
だ

さ
い
。
(
商
工
水
産
課
)

市
中
行
進
や
前
夜
祭
な
ど

自
衛
隊
記
念
日
に
多
彩
な
催
し

陸
上
自
衛
隊
大
村
部
隊
で
は
十
一し
ま
す
。

一
月
一
日
自
衛
隊
創
立
七
周
年
記
一
ム
記
念
式
典
観
閲
行
進

念
日
を
迎
え
ま
す
の
で
、
十

一
月
一

日
月
1
日
午
前
8
時
叩
分

t
9

一目
、
二
日
の
両
日
、

つ
ぎ
の
よ
一
時
加
分
部
隊
営
庭

う
な
多
彩
な
記
念
行
事
を
催
し
、
一
ム
市
中
行
進

一
般
市
民
に
公
開
、
部
隊
を
解
放
一

山
月
1
日
午
前
叩
時
l
H時
加

!第国 j
iニ民;
i回金 j
i年融 ;
i末公;
i融庫;
!資!

中
亦
痢
は
子
供
一
か
止
倒
的
K

ケ
う
あ
い

年初崎痢発生グラフ
(頗'1736年1月-8月)

特
K
2

島、
う

ミ
1 
4 
誕
百

子
ミ
3 
ミ
? 
ミ
》
ミ
J 
曲、
? 
ミ
予

ミ

7 

2日日Tf

3
、
大
吸
が

危
険

一
赤
痢
は
ど
ん
な
症

一
状

を

起

こ

す

か

セ
キ
リ
菌
を
口
に
し
て
か
ら
症

状
を
あ
ら
わ
す
ま
で
に
は
普
通

二
日
か
ら
七
日
間
く
ら
い
の
潜

分
参
加
者
お
よ
び
径
路
H
大

村
、
竹
松
部
隊
合
同
で
約
千
二

百
名
、
車
両
約
百
両
が
参
加
し

大
村
公
園
を
出
発
、
鶴
亀
橋

t
一
門
市
内
〕
女
子

ム
包
装
工
・

商
工
会
禁

中

松
竹
映
劇
前

石

令

す

l
m才
・
日
政

一七
0

1
大
村
駅
前
J

差
出
t
部
一J

スO
円
ム
事
費

・

雲

間

隊
(
観
関
台
は
大
村
農
協
哩

一千

幻

才

-E六
C
O
O
t
七

ム
前
夜
祭

一
0
00
円
ム
庖
員
・
年
令
M
才

t

u月
1
日
午
後
6
時
刊
誌

7
m一お
才
・
月
政
五
0
0
0円
前
後

時
中
央
公
民
舘
内
容
H
隊
一
(
星
)
六
0
0
0円
前

2
5

z
=
=
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E
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I
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一ム
洗
趨
婦

・
年
令
不
問
、
(
佐
込
)

一

つ

一目
敏
一
五
O
円
ム
塗
装
工
・

年
令

赤
痢
菌
は
わ
ず
か
の
す
き
ま
を
一
て
い
ろ
い
ろ
な
経
路
を
た
ど

一

一

一

1
才
l
m
才

(
通
い
)
目
的
制
二
五

く
ぐ
っ
て
、
井
戸
水
の
中
に
入
一
て
人
聞
の
飲
食
物
の
申
に
r

つ
ま
一

一

一

O
円
ム
魁
パ
ン
工
・
年
令
お
才
l

り
乙
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
水
の
一

く
も
ぐ
り
乙
ん
で
し
ま
い
ま
す
一

中
で
は
便
池
の
中
に
く
ら
ヘ
れ
一
そ
し
さ
れ
を
食
べ
た
人
の
口
一
回
才
・
日
政
二
O
O円

ば
、
ズ
ッ
!
と
長
く
生
き
て
い
一

か
失
っ
て
、

一号
そ
の
か
ら
一
男
子

ム

語

、

雲

予

五

ま
す
の
で
、
人
に
飲
ま
れ
る
ま
一

だ
の
中
に
空
位
し
て
ど
ん
ど
ん
一
才
日
政
四
O
O円
以
上
ム
溶
接
工

で
ゆ
っ
く
り
待
っ
て
い
る
こ
と
一

繁
殖
し
、
そ
の
人
に
セ
キ
リ
、

一

一

ー

一

年
令
初
才
l
m才
、
日
収
四
五
O

が

で

き

ま

す

。

↑

i
疫
加
を
犯
す
の
で
あ
り
ま
す
。
了
五
O
O円
ム

賞

、
年
令
げ
才

ま
た
、
糞
便
の
中
に
赤
痢
菌
を
セ
キ
リ
が
腸
チ
フ
ス
、
パ
ラ
チ
一

l
m才、

同
政
六
0
0
0円
前
後

だ
し
て
い
る
人
が
用
星
雲

フ
ス
な
ど
と
と
も
に
経
口
伝
染
一
ム
集
委
員
、
年
令
同
才
t
お

ら
い
が
わ
る
い
と
、
そ
の
手
に
病
と
よ
ば
れ
る
の
は
こ
の
よ
う
一一才
・
月
収
一

O
、

c
o
o
t一五

は
無
数
の
赤
痢
菌
が
つ
い
て
い
な
う
つ
り
方
を
す
る
た
め
で
一

0
0
υ
円
ム
運
転
手
・
年
令
印
才

ま
す
。
そ
の
手
で
調
理
を
し
た
す
。
(
保
険
衛
生
酔
)
一
一
J
相
才
・
同
政

一
O
、

o
o
o
t

り
、
お
菓
子
存
食
べ
た
り
、
お

一一ニ、

0
0
0円

す
し
そ
に
ぎ
っ
た
り
、
刺
身
を

切
っ
た
り
す
る
よ
う
な
こ
と
が

あ
れ
ば
、
早
速
赤
刷
菌
は
そ
れ

を
食
べ
た
人
の
口
へ
入
る
乙
と

が
で
き
ま
す
。

乙
の
よ
う
に
レ

て
セ
キ
け
菌
は
思
者
や
保
菌
者

の
糞
便
と
い
っ
し
ょ
に
で
で
き

ZIX 
jo式
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が
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ふ

15 

10 

5 

人

&g 

員
に
よ
る
寓
悲
劇
v

歌
謂
曲
、

音
楽
隊
滝
実
な
ど
を
公
開
し
、

一一
般
市
民
占
の
交
歓
の
夕
栓
開

き
ま
す
の
で
、
多
数
参
観
し
て

く
だ
さ
い
。

ム
記
念
運
動
会

日
月
2
日
午
前
9
時
J
午
後
3

時
紛
分
大
村
部
隊
営
庭

(名

物
の
仮
装
行
列
が
行
な
わ
れ
ま

す
)

(庶
務
課
)

求
人
案
内

門
県
外
〕
女
子
ム
紡
績
工
・

織
布
工
・
年
令

一
五
才
i
二
五
才

.
月
政
手
取
七
0
0
o
t
八
七
O

O
円
A
自
民
・
一
ニ
十
才
ま
で
・
月

収
年
取
れ
0
0
0円
以
上

男
子

ム
運
転
手
、
問
助
手
、
郵
備

工

(
見
習
も
可
)
年
令
二
十
才
t

四
O
才
・
日
給
八

O
O円
肘
手
七

0
0
円
心
筒
気
機
械
半
、一

八
才

l
一ニ
O
才
、
月
収
一
一
三
O
O
O
t

一六
C
C
O円
、
そ
の
他
掛
川
慨
工

多
数
(
大
村
公
共
職
業
安
定
所
)

之7

25 

2.0 

所
に
餌
を
あ
さ
り
に
き
た
ハ
エ

や
ネ
ズ
ミ
と
い
っ
た
連
中
に
ひ

ろ
わ
れ
て
運
び
だ
さ
れ
、
そ
の

う
ち
の
あ
る
も
の
は
調
理
場
へ

も
っ
て
い
か
れ
、
そ
と
に
あ
る

人
間
の
飲
食
物
の
ろ
え
に
お
ろ

さ
れ
ま
す
。

ま
た
ド
ア
の
と
リ
手
な
ど
に
お

ろ
さ
れ
、
そ
ん
な
ド
ア
の
と
り

手
を
握
っ
た
人
が
手
品
洗
わ
な

い
で
、
も
の
を
食
べ
て
〈
れ
る

と
赤
痢
勘
に
と
っ
て
は
乙
ん
な

あ
り
が
た
い
話
は
あ
り
ま
せ
ん

ら
し
、

便
所
が
井
戸
に
近
い
と

き
る
五
月
第

一
回
の
大
村
美
術
展
は
み
な
さ
ん
の
ζ
協
力
に
よ
り
、
予
期
以
上
の
暗
績
を
お
さ
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
乙
の
た
び
市
内
の
各
美
術
団
体
の
連
絡
協
調
を
は
か
リ
、
一
般
市
民
の
美
術
に
対
ザ
る
関
心
を
高
め
そ
の
鑑
賞
眼
を
盤
な
う
と
と
も
に
技
術
の
修
得
を
は
か
り
、
ひ
い
て
は
次
の
世
代
へ
の
美
術
の
目
そ
育
亡

て
ゆ
く
た
め
、
美
術
関
係
の
八
部
門

律

問

日

本
一回
f
南
画
、

写
真
、、
書
道
、
彫
塑
工
芸
、n
商
業
美
術
、
版
画
部
)
の
団
体
で
美
術
協
会
を
結
成
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
売
会
式
は
十
一
月
十
一
日
午
後
二
時
か
ら
叩
央

貧

舘
で
行
な
い
ま
す
の
で
、
各
部
門
の
凶
体
に
加
入
じ
て
い
た
だ
き
発
会
式
に
多
数
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

セ
キ
け
患
者
あ
る
い
は
保
菌
者

と
よ
ば
れ
る
人
の
か
ら
だ
に
入

っ
た
赤
側
菌
は
腸
の
中
に
安
住

の
地
を
え
て
、
ど
ん
ど
ん
繁
殖

し
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
無
数
に
ふ
え
た

セ
キ
リ
菌
は
そ
の
人
の
糞
便
の

申
に
ま
じ
っ
て
乙
の
浮
世
に
で
一4

て
く
る
糞
便
以
外
の
と
乙
ろ
か
一

ら
決
し
て
で
て
き
ま
せ
ん
。
人
一

閣
の
腸
の
申
か
ら
一
旦
外
界
に

で
る
在
、
い
ろ
い
ろ
な
雑
菌
と

生
存
競
争
を
し
、
あ
ま
U
繁
殖

で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
う
ち
に
便



第
十
二
回
畜
産
一
①
西
大
村
②
竹
松
①
福
重
④
大
村
一
辻
近
治

(

松

原

)

一

(

松

原

)

共
進
会
は
十
月
十
一
⑤
鈴
田

(2
3糊
⑦
松
原
③
萱
瀬
一
一
等
野
本
力
太
(
三
浦
)
今
一
【
山
羊
〕
優
等
溝
口
久
雄

一
日
玖
島
崎
補
助
一
円
団
体
和
牛
の
部
〕

一

崎

正

剛
(
同
)
浅
井
順
造
(
同
)
一
(
西
大
村
)
赤
星
一
(
福
重
)

グ
ラ
ン
ド
で
開
か
一
①
一
ニ
浦
①
福
重
①
松
原
①
西
大
村
一
田
川
閤

一
(
鈴
田
)
梶
原
太
郎
二
等
喜
々
津
弘
(
大
村
)
今

れ
ま
し
た
。
乙
の
一

⑤
大
村
⑤
鈴
田
⑤
竹
松
①
賀
瀬
一
(
大
村
)
回
鳥
熊

一
(
西
大
村
)
一
里
清
{
同
)
溝
口
久
雄
(西
大
村
)

日
の
出
品
畜
は
和
一
〔
団
体
雑
鶏
の
部
〕
一
朝
長
猛
(
西
大
村
)
富
永
孝
市
一
秋
田
一
男
(
竹
松
)
赤
星
二
福

牛
五
十
六
頭
、
乳
否
認
②
西
大
村
①
大
村
④
福
章
一
(
同
)
音
一
男
(
竹
松
)
江
添
一
軍
)

牛
四
十
頭
、
馬
十
一

①
一ニ補
⑤
鈴
回
⑦
松

審

議

一

普

二

重

)

野

良

雄

(

同

)

一

宮

鶏

】

優

等

永
田
清

(西

頭

、

豚

四

十

頭

、

一

一

富
崎
喜
四
郎
(
同
)
一
大
村
)
山
浦
み
つ
(
同
)
平
野
政

山

羊

二

十

五

頭

、

一

個

人

の

部

一

【

馬
〕

優

等

官
田
豊
二
西
一
武
(
竹
松
二

等

間

倉

市

種
鶏
三
十
五
番
で
一
【
筑
牛
】
優
等
福
田
克
男
一
大
村
)
一
等
森
田
禿
雄
(
福
重
)
一
(
大
村
)
山
浦
み
つ
(
西
大
村
)

県
大
会
に
出
品
さ
一
(
三
浦
)
小
西
守
(
大
村
)
高
尾
一
槌
井
丑
郎
(
松
原
)
一
尾
崎
国
市
(
竹
松
)
藤
田
豊
作

れ
た
優
秀
畜
の
出
一
久
(
竹
松
)
一
等
中
山
秋
実
一
【
豚
】
優
等
中
山
松
次
(
西
一
(
同
)
平
野
政
武
(
同
)
市
川
寿

品
も
あ
り
、
市
内
一
(
三
浦
)
北
村
初
郎
(
鈴
田
)
永
一
大
村
)
朝
長
隆
(
同
)
岡
山
熊
次
一
(
福
重
)
松
田
昇
(
松
原
)

列
か
ら
多
数
の
参
一
野
寛
十
(
鈴
田
)
井
本
龍
馬
(
西

一郎

(

同

)

村

ヒ

友

衛

(

同

)

中

村

一

(

農

林

課

)

観
者
が
あ
っ
て
盛
一
大
村
)
鬼
塚
雄
(
福
重

)
H一一
一期
一
行
高
(
同
)
山
断
利
佐
夫
(
松
原
)

大
で
し
た
。
一
七
山
興

(
松
原
)
田
崎
勝
夫
(
竹

一
一

等

笠
寺
寿

一
郎
(
鈴
田
)

出

品

畜

は

厳

重

に

審

査

さ

れ

、

そ

一

松

)

一

森

貞
次
(
同
)
一
一
.根
犠
三
郎

(大

れ
ぞ
れ
つ
ぎ
の
と
お
り
入
賞
し
ま
一
{
和
牛
】
優
等
井
上
信
次
一
村
)
坂
本
吉
雄
(
西
大
村
)
北
川

し

た

。

(

三

浦

)

中

尾

大

太

(

同

)

大

又

一

大

郎

(

同

)

勢

戸

留

市

(

竹

松

)

〔
団
体
総
合
の
部
〕

友
幸

(
福
重
)
福
島
要
(
松
原
)
一
樋
口
兵
作
(
福
重
)
長
岡
亀
雄

(二〕(矛298号)りよ市政だ大村

萱瀬ダムの貯水はじまる

{毎月 1E.lOEi.ro日発行)

w
y
H
H
ι
r・Fμ
口
口
口
一
円
-
一
五
日
HH1
0U
二
-hzh一一
U
G
H-h
三一一一日・一一--一一
u・口一
一口
u・
U
ム円三一一一一

写真は審査を受ける豚(上〉乳牛〈下〉

畜産共進会盛大に終る

は乾り後にヲミゴまがらりも まり 【

丁 燥ま五しの粒だ貰いま牧 早 す時刈水

管e区2E暴君豪雪芸宅秀喜。寝取問
、ゅうくよ選乙をな変穂減て 米り}
乾う。らうんろ持りし軸りも のは
燥ぶ い。でをつ、大の 品、 品過
はん が晩刈目モ穂部三賀お 質 期
必に 適稲取安ミの分分がそ にに ， 

ず、 期ーでる仁がものの思す 開 11 モ
¥調 に出よ、ニとモーくぎ 係刈 人一'
tl製 な楓う晴 Jにミくなて し取 "'~~ 

①{屯注 種のが〈ま①なめ採じ米のすき干 平
鰹粋意籾で良①じ遺りに種ゅの能。げしし
いでしをなく病り伝まは う品部乾る日す
じ混主主探け、害が的せ良 11 ぷ 質も燥 よ 品 る
たりしるれま虫なにんい良んがあがう 髄よ
でのよにはた暫く純。種い乾患が悪にかう
きなうはな生‘の ①粋良籾苗燥 くらいし害に
すい。つリ育な実でいををしなな P たしし
ぎ水 ぎまれい入あ種使つ烹引いぞい易ま
の田 のせ良 ⑤ リつ籾わ どしま弓ミもいす
もか 点 λ，い需がずは ねるよすえ閉のの
のら に。も芽よ ① 、はたう。にりでで 地

申お 〔内間 m;¥落かに取日の待、等心ぶょ
にそ幼みとの 間ちら乾つ早 刈熟に 枯ん り
(終く木品、す廻機る栂す売目取肢か、小
県るな、 υ‘る転を分を。稲にりがかイ H¥普
農よら早ん乙数使だ足じは刈適適っそ束通
業 うな生〕とはうけでゆ 郁取制当てチのか
改にい組 、三場キ 踏よ干 るよない、相あ
良しよ州 た O 合智ん ぶ しとりもなゴかる
普まうの ど O は子でんしとものいマ広い
及しに 元 で問、と簡 乾 て)三(も ハ ⑦ は
所よ今肥 す 転ー す単い 徐① J挺¢・ガ線い
)う月は 。以分るにて々刈 四遇 、レ虫く

農

事

メ

一日

=γ
・ι一口一-む-一
7
5
ロリ
U
E
T
Zhhuhh・
kιhanhhH
V
C
と士一一一一
uruu
U
FrHC
一一日
，
U
R
-
-
u
日一一
t
c
c
-
F
H日一一
一い

が

=
r
u
u
γ
et
ゐ一-he
--H
h口
hh
uh-一一
a
c
y
c
-
-
-
-
h
k
u
k--ι
一U
-
目
'F町二氏一
一hu
c
'zy--
いじ
Huh一回目
-
A
U
ι
u
e
-
L
U
h
いを
む
'hh
・日日一一
1H
hhhιuzμ
じ

hhrFhEEL-句口
hhu
v-
む
む
-
h
u
h
v
t・b
-
Hれ
れ
引
ニ

h
u
h
u
A
D
U-
-ヒ
む

口一
一口
・

ι-rhu
-
-一一一一・

ιア一
--huhuhu-PLUes
uu一uu'br‘

一れ
で
も
つ
な
が
6
な
い
よ
う
に
な

一ー
と
し
て
も
ピ
ヴ
タ
リ
で
す
。

一
っ
て
い
ま
す
。

一⑤
取
り
替
え
る
と
き
の
料
金
は
億

一
③
電
話
の
持
主
が
市
外
電
話
を
お
一
信
昭
話
債
券
一
万
円
で
、
毎
月
の

郡
川
漁
業
協
同
組
合
で
は
、

E
Bに
な
る
と
き
は
、
電
話
機
乞
使
用
料
は
加
入
電
話
の
使
用
料
の

瀬
ダ
ム
が
ほ
と
一
は
少
な
く
な
り
ま
す
が
、

ダ
ム

地

主

川

に
鯨
を
放
流
し
て
培
殖
を
一
つ
い
て
い
る
警
操
作
す
れ
ば
普
一
ほ
か
二
百
円
で
す
。

ん
ど
で
き
あ
が
り
、
一
点
よ
り
下
の
南
川
内
そ
の
他
の
川
一
は
か
っ
て
い
ま
す
が
、
本
年
は
十
一
通
の
電
話
機
と
同
じ
よ
う
に
使
え
一
な
お
、
実
物
が
電
話
局
窓
口
に

い
よ
い
よ
洪
水
調
節
一
の
水

は

流

し

れ

ま

す

。

一

月

一

日

に

同

水

域

五

カ

所

に

五

千

一

ま

す

。

一

展

示

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
い
つ

農
業
用
水

ω補
給
、
一
乙
人
ど
の
し
め
送
り
は
・
堆
砂
面
一尾
存
放
流
し
ま
し
た
。
一
④
ピ
ン
ク
色
の
き
れ
い
な
電
話
機
一

で
も
ど
覧
く
だ
さ
い
。

上
水
道
の
多
目
的
の
一
(
故
意
の
と
乙
ろ
ま
で
貯
水
一

今
年
は
例
年
よ
り
を
放
流
し
手
ず
か
ら
、
お
屈
の
ア
ク
セ
サ
リ
(
大
村
電
報
電
話
局
)

働
ぎ
を
は
じ
め
ま
す
一
す
る
の
で
す
が
、
そ
れ
ま
で
に
は
一
て
い
ま
す
の
で
、
来
年
の
釣
が
期
一

試
運
転
申
の
い
ま
ま
一
約
二
週
凶
ほ
ど
の
制
闘
を
要
し
ま
一
待
さ
れ
ま
す
。

一

で
は
、
仮
排
水
路
か
一
す
の
で
、
さ
し
あ
た
っ
て
非
常
用
一
な
お
、
十
月
一
日
か
ら
禁
漁
期
一

ら
水
を
流
し
て
お
り
一
放
水
路
の
と
こ
ろ
ま
で
貯
水
ず
れ
一
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
同
漁
一

ま
し
た
が
、
き
た
る
一
ば
水
を
流
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
一
協
力
は
み
な
さ
ん
の
協
力
を
望
ん
一

十

ゴ

円

五

凶

か

ら

四

一

で

い

ま

す

。

日
間
水
を
し
め
き
り

ま
す
。

そ
の
聞
は
郡
川
の
水

日
月
5
日
か
ら
4
日
間

水
を
し
め
き
り
ま
す

郡
川
に
鯉

五
千
尾
を
放
流

(
企
画
室
)

(
商
工
水
産
課
)

(
ピ
ン
ク
電
話
」
の
お
す
す
め

弓
道
で
第
三
位

十
月
二
十
九
日
市
民
運
動
会
が
市
営
グ
ラ
ン

秀
之
ち
ゃ
ん
ら
優
良
児
に

乳
幼
児
の
一
斉
検
診
コ
ン
ク
ー
ル
で

さ
る
九
月
大
村
市
乳
幼
児
ご
角
一
大
村
、

東
彼
地
区
の
第
二
次
審
査

検
診
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
し
ま
し
一
に
参
加
し
、
今
里
禿
之
ち
ゃ
ん
が

た
が
、
審
査
の
結
果
つ
ぎ
の
優
良
一
地
区
代
表
と
し
て
、
県
審
査
に
出

児
、
準
優
良
児
な
ら
び
に
努
力
児
一場
ず
る
乙
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

が
選
出
さ
れ
、
そ
の
表
彰
式
が
、
一
【
優
良
児
】

さ
る
十
月
七
日
市
議
場
で
行
な
わ
一
(
住
所
、
氏
名
、
保
護
者
の
順
)

れ
ま
し
た
。

一六
入
町
川
原
範
子
福
巴

集
ま
っ
た
赤
ち
ゃ
ん
は
市
内
の
ニ

一片

町

行

時

俊

一

寅

吉

百
五
千
五
名
の
な
か
か
ら
選
ば
れ
一
水
主
町
小
川
和
子
達
之

た
だ
け
あ
っ
て
、
い
ず
れ
も
健
康
一
伊
勢
町

渡

辺

晃

蒼

千

晃

で
大
き
な
赤
ち
ゃ
ん
ぞ
ろ
い
で
、
一
並
松
山
見
坂
朋
子
文
書

大
村
市
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
賞
状
と
一
松
並
今
里
努
之
信
夫

記
念
品
が
お
く
ら
れ
ま
し
た
。

一諏
訪
ニ
区
湯
治
順
子
和
彦

な
お
、
優
良
児
と
努
力
児
は
、
二

ノ
郷

福

島

典

秀

武

久

ド
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

卒
小
川
出
口
や
す
代

堺

町

荒

島

出

品治

【
努
力
児
】

一
ノ
郷
種
村
友
子
正
幸

。

鮪

子

。

原
口
郷
西
国
陽
子
邦
博

下
長
居
武
田
ま
す
み
春
利

。

ま

ゆ

み

。

【
準
優
良
児
】

日

泊

一

瀬

悦

子

熊
七
郎

正
俊

'国
博

多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

。

浦

山

光

幸

蔭

平

野

岳

澄

子

卒
小

川

寺

井

勇

人

上
小
路
富
永
事
彦

八
幡
町
東
田
浩
子

乾

馬

場

本

田

浩
恵

並
松

住

宅

荒

木

淳

申

岳

山

下

敏

美

荒

瀬

前

本

友

子

館保
俊
武
八
章
男
与
志
雄

寿
道
質
鶴
信
夫
勇

日
宵
印

糊

大

村

電

報

電

話

局

か

ら

月
間
川
樹
一
秋
田
県
で
十
月
八
日
か
ら
十
三

ア
パ
ー
ト
‘
病
院
、
喫
茶
庖
、
一
し
込
ま
れ
る
よ
う
、
大
村
電
報
電

炉
宝
日
ま
で
行
な
わ
れ
た
第
十
六
回
園
芸
円

令
社
の
受
付
な
ど
、
電
話
一
話
局
で
は
望
ん
で
い
ま
す
。

日
間
一
民
体
育
大
会
秩
季
大
会
に
長
崎
県
一
番
り
に
み
え
る
か
た
の
多
い
と
一
ピ
ン
ク
電
話
の
特
債
な
ど

羽
町
一
代
表
と
し
て
出
場
さ
れ
た
大
村
一
乙
ろ
に
‘
重
宝
な
「
ピ
ン
ク
地
話
ニ
①
電
話
を
か
け
る
と
き
は
、
十
円

昭
担
市
立
病
院
勤
務
、
松
尾
幸
子
さ
ん
士
硬
貸
式
鱈
話
機
J

が
あ
り
ま
す
一
実
れ
な
け
れ
ば
、
つ
な
が
り
ま

型
は
弓
道
一
般
女
子
遠
的
競
技
に
お
一
現
在
ふ
つ
う
亀
誌
な
使
三
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
料
金
の
取
り

空
い
て
、
第
三
位
に
入
賞
さ
れ
ま
し
一
て
お

fpて
、
こ
の
間
誌
に
取
一
そ
こ
な
い
が
あ
り
喜
ん
。

た

。

(

庶

梢

課

)

一

り

替

え

冶
望
の
か
た
は
早
目

μ申
一
①
市
外
電
話
は
、
た
と
え
十
円
入

公
売
お
知
ら
せ

市
税
滞
納
に
よ
り
、

差
押
え

た
財
産
を
つ
ぎ
の
と
お
り
、
公

売
に
付
し
ま
ず
か
ら
、
買
受
希

望
者
は
当
日
定
刻
ま
で
に
、
印

鑑
持
参
の
う
え
ど
歩
屈
指
く
だ
さ

ム
日
時
十
月
二
十
八
日
午

前
十
時

ム
公
売
場
所
市
役
所
税
務
課

ム
公
売
方
法
一
般
競
争
入
札

ム
公
亮
保
証
金
見
積
価
格
の

百
分
の
十

竹
松
本
町
和
同
春
美
数
道

宮
小

路

堀

恭

喜

徳

男

今

富

田

川

登

久

人

弥
勤
寺
中
島
千
鶴
子
鶴
司

ニ
ノ
郷
伊
藤
久
美
子
富
士
男

一
ノ
郷
岡
村
紀
宏
伝
吉

(
保
険
衛
生
課
)

写
真
は
表
彰
式
に
列
席
し
た

優
良
児
た
ち

ム
代
金
納
付
期
限
十
一
月
四

日
午
前
十
一
時

ム
農
地
の
公
売
に
つ
い
て
は
、

県
知
事
の
発
す
る
、
滴
格
証

明
書
を
有
す
る
も
の
に
限
り

入
札
を
許
可
す
る
。

公

売

物

件

①
大
村
市
三
の
郷
松
山
六
百
六

十
四
番
田
七
畝
十
七
歩

①
四
の
郷
畏
佐
古
八
十
四
番

田
四
畝
一
一
十
五
歩

①
池
田
郷
百
六
十
三
番
地
の
一

家
屋
番
号
同
郷
百
六
番
木

造
草
葺
平
家
建
住
宅
一
棟

ハ
詳
細
は
本
紙
前
号
に
記
載
)

建
坪
十
八
坪
一
一
一
合
一
勺
付

属
木
造
商
鉛
葺
卒
家
建
物

置
一
棟
建
坪
九
坪
一
合
ニ

勺
④
電
話
加
入
権

大
村
局

千
二
百
五
十
審

⑤
同
右
大
村
局
二
千
五
百

九
十
二
番

(
税
務
課
)

保
母
の
講
習
会
と

試
験

昭
和
三
十
六
年
度
第
二
回
保

母
鼠
験
な
ら
び
に
保
母
講
習
会

が
つ
ぎ
の
と
お
り
実
施
さ
れ
ま

す
の
で
、
希
望
者
結
期
日
ま
で

に
申
請
書
場
提
出
し
て
く
だ
さ

ム
試
験
期
日
十
一
月
二
十

日

t十
一
月
二
十
二
日

ム
受
験
資
格

小山学
mm教
育
法
に
よ
る
高
等
学

校
持
率
業
し
た
者
、
若
し
く
は

通
常
の
課
程
に
よ
る
十
二
年
の

学
校
教
育
を
修
了
し
た
者

ω児
童
福
祉
施
設
に
お
い
て
満

十
八
才
に
遥
し
て
か
ら
三
年
以

上
児
童
保
護
に
従
事
し
た
者

〈

ω
場
所
佐
世
保
市
矢
岳
町
、

総
合
会
館
(
試
験
、
講
習
会
と

も
)
講

習

会

ム
期
間
十
一
月
十
五
日
l
十

一
月
十
八
日
ま
で

ム
受
講
者
の
資
格

小
川
新
制
高
校
ま
た
は
旧
制
高
女

春
卒
業
レ
た
者
、
あ
る
か
は
乙

れ
と
同
等
以
上
の
偉
能
を
有
ず

る
者
川
児
童
福
祉
腕
設
に
お
い
で
澗

三
年
以
上
児
童
の
保
控
に
従
事

し
た
者

ム
申
請
曹
提
出
制
限

い
ず
れ

も
十
月
コ
十
三
日
1
十
月
二
十

八
日
ま
で
に
、
県
婦
人
児
翼
線

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
い
こ
・
と
は
福
祉
事
務

所
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

福
祉
事
務
所
)

狂
犬
病
の
予
防
注
射

狂
犬
病
の
予
防
法
射
を
十
月
二

十
三
円
か

FZ悉
脚
し
ま
す
〈
実

施
日
割
は
本
紙
前
号
に
掲
載
)

犬
の
飼
育
者
拡
も
れ
な
て
受
け

さ
せ
て
く
だ
さ
い
。


